
12月号 2009年19

離島県沖縄の救急医療を支える
民間病院

川妻由和
●社会医療法人敬愛会 中頭病院 救急科部長

へき地の「いのち」を守り、育む。 

▲診療風景

戦後沖縄における救急医療は現在の沖

縄県立中部病院から始まりました。その萌

芽は、昭和20年の沖縄戦により、病院・医

院の大半が焼失し、焼け残った民家へ米

軍により傷病者が収容されたこととされてい

ます。その後野戦病院が設置され、何度

かの改称を経て昭和41年中部病院となり、

同42年ハワイ大学との契約が交わされ、

北米式の臨床研修プログラムが始まりまし

た。

米国統治以来、現金給付制度がとられ

ていましたが、昭和47年の日本返還後は

現物給付制度となり患者数が激増しました。

もともと医療施設が不足していたところに、

患者が殺到した開業医が夜間診療を中止

し、琉球政府立から国立に移管された病院

が救急部門を閉鎖したことなどが重なって、

中部病院が沖縄本島内で唯一救急医療を

行う病院となり、昭和52年には年間４万

2000人を超える救急患者が集中する事態

となりました。職員の連日連夜の超過勤務、

満床時でも廊下にストレッチャーを置いて患

者を収容するなど過酷な現実に向き合う中、

当直・オンコール制度から三交代制への移

行、主治医制からグループ診療制への移

行、平均入院日数の短縮など時代を先取

りしたシステムが生み出され、苦心の末救

急医療が維持されました。その後県内各地

に民間を含む病床が増え、中部病院で臨

床研修を受けた医師が中心となり、「患者

中心の」「断らない」沖縄独自の救急医療

が展開されました。

日本各地において、救急医療の崩壊が

急速に進み、いわゆる「たらい回し」が社会

問題化していますが、沖縄にはほとんどない

と言えます。県「消防防災年報（平成19年

版）」によると、救急搬送人員5万1011人

中5万952人（99.9％）が1回、58人が2回、

1人が3回で受け入れ医療機関が決定し、4

回以上の照会が必要であった方はゼロでし

た。

県内26救急告示病院中7割（18か所）が

民間病院で、いわゆる「たらい回し」のない

救急医療を支える大きな力となっています。

私の所属する中頭病院では、平成20年度

には年間3万6402名（うち救急搬送患者

5060名）の救急患者を受け入れました。県

立病院の過重負担軽減、救急医療体制

維持に若干なりとも貢献できたのではないか

と自負しています。

沖縄県は、離島医療を守るため、漓ド

クターヘリ滷ヘリコプター等添乗医師等確

保事業の２つを実施しています。民間病院

は漓運行の中心となるとともに、滷添乗担

当10病院中5つを担っています（滷は漓の

対象外である長距離・夜間に実施される自

衛隊及び海上保安庁による「急患空輸」時

の添乗です）。

離島県である沖縄では、県が中心となり、

民間病院が支えることにより、限られた医療

資源を有効に活用して救急医療が維持され

ています。以上簡単ではありますがご報告

させていただきました。蜻救急医療

▲病院周囲の風景
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介
護
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
真
剣
に
考
え
て

い
る
若
い
人
達
の
存
在
に
も
め
ぐ
り
会
え
ま

し
た
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
過
性
の
イ

ベ
ン
ト
に
終
わ
ら
せ
ず
、
大
き
く
育
て
て
い

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

日
本
介
護
福
祉
士
会
で
は
、
平
成
20
年

の「
介
護
の
日
」
制
定
よ
り
、「『
介
護
の
日
』

ひ
ろ
め
隊
」
を
組
織
し
、「
介
護
の
日
」の
周

知
、
介
護
に
つ
い
て
の
啓
発
を
目
的
と
し
て
、

全
国
で
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
様
々
な
取
組

を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、「『
介
護
の

日
』ひ
ろ
め
隊
」の
取
組
も
２
回
目
を
迎
え
、

ほ
ぼ
全
国
の
都
道
府
県
で
活
動
を
展
開
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「『
介
護
の
日
』ひ
ろ
め
隊
」
で
は
、
様
々

な
形
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
広
報
物
の
制

材
確
保
重
点
実
施
期
間
中（
11
月
４
日
〜

17
日
）に
介
護
事
業
主
、
介
護
労
働
者
の

雇
用
管
理
改
善
や
能
力
開
発
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
、
経
営
全
般
な
ど
の
相
談
窓
口
『
介
護

ウ
イ
ン
ド
』
を
全
国
的
に
開
設
し
、
ま
た
、

介
護
関
係
団
体
等
と
連
携
を
図
り
、
様
々

な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
３
つ

の
取
組
を
御
紹
介
し
ま
す
。

●
ア
ク
テ
ィ
ブ
介
護
21
〜
文
京
み
ん
な

の
集
い
〜
　
　
　
　
　
　

東
京
支
部

東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
、
東

京
支
部
も
共
催
で
介
護
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ
向
上
や
人
材
確
保
、
人
材
定
着
の
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
、
介
護
事
業
主
、
介
護
労
働

者
な
ど
へ
の
相
談
や
情
報
提
供
を
行
い
ま
し

た
。

●
介
護
フ
ェ
ス
タ
い
し
か
わ
２
０
０
９
へ

の
参
加
　
　
　
　
　
　

石
川
支
部

作
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
街
頭
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、「『
介

護
の
日
』の
認
知
」
や
「
介
護
の
イ
メ
ー
ジ
」

に
つ
い
て
の
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、「
介

護
の
日
」の
周
知
活
動
と
し
て
実
施
し
ま
し

た
。
ほ
か
に
も
、
介
護
に
関
す
る
講
演
会

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
パ
ネ
ル
展
示
、
介
護
体

験
や
介
護
実
技
の
指
導
な
ど
を
行
い
、
介

護
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ま
た
広
報
物
と
し
て
は
、
チ
ラ
シ
や
ポ

ス
タ
ー
の
ほ
か
、
本
年
度
は
「
介
護
の
日
新

聞
」
を
作
成
し
、
介
護
の
仕
組
み
や
成
り

立
ち
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
法
な
ど
に
関
す
る

内
容
の
ほ
か
、
介
護
の
日
の
取
組
全
体
に
つ

い
て
の
情
報
提
供
も
行
い
ま
し
た
。

介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
で
は
、
福
祉
人

11月11日：東京国際フォーラムにて「介護の日」ひろめ隊活動を
展開

『介護フェスタいしかわ2009』の出展ブースで資料に見入る参加
者のみなさん（石川）

横断幕掲げて街頭啓発。ハンドマイクで街行く人々に呼びかける
スタッフ(福岡市・天神)

介護フェアの開催・大規模商業施設にて～岡山県岡山市

県
内
の
医
療
・
保
健
・
福
祉
の
各
専
門
職

団
体
な
ど
が
初
め
て
共
催
し
て
、
広
く
介

護
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
た
フ
ェ
ス
タ
が
開
催

さ
れ
、
石
川
支
部
も
コ
ー
ナ
ー
出
展
し
ま

し
た
。

こ
の
フ
ェ
ス
タ
を
契
機
に
、
参
加
団
体
に

お
い
て
は
、軈
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
づ
く
り
軋
を
目

指
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
・
協
力
を
深

め
て
活
動
し
て
い
こ
う
と
い
う
機
運
が
出
て

き
ま
し
た
。

●『
介
護
の
日
』街
頭
啓
発
活
動福

岡
支
部

労
働
局
、
公
共
職
業
安
定
所
、
介
護
福

祉
士
会
と
連
携
し
博
多
駅
前
・
天
神
周
辺

な
ど
で
、
街
頭
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
様
子
は
テ
レ
ビ
、
新
聞
で
も
報
じ
ら
れ
、

介
護
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
き
っ

か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

蟋
「
相
談
窓
口『
介
護
ウ
イ
ン
ド
』」

――
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー

3

平成21年度「介護の日」の取組について小 特 集

蟋
『
介
護
の
日
』ひ
ろ
め
隊
の
活
動

――
日
本
介
護
福
祉
士
会
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